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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理方法であって、
　情報ソースを示す第１情報に基づき、染色識別コードを生成することと、
　前記染色識別コードの走査が端末によってトリガーされたことを検出した後、前記第１
情報を含むフォロー要求を受信し、端末のユーザによる広告ソーシャル情報サービスへの
フォローを受け入れることと、
　前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソースより、前記端末のユーザ
に関連するユーザ関連情報、または前記染色識別コードにアクセスしたルートに関するル
ート情報を追跡して獲得することと、を含み、
　前記情報処理方法は、
　前記情報ソースを示す第１情報を取得することと、
　前記情報ソースを示す第１情報と端末のユーザのアカウントを示す第２情報とに基づき
、登録状態の識別コードを生成することと、
　前記登録状態の識別コードの走査が端末によってトリガーされたことに応答して、前記
第２情報を含むバインド要求を受信することと、
　所定の戦略に基づき前記第２情報に対応する端末のユーザのアカウントを識別し、端末
のユーザのアカウントと端末のユーザが前記広告ソーシャル情報サービスに登録したアプ
リケーションサービスアカウントとを関連付け、前記アプリケーションサービスアカウン
トから端末のユーザに注目情報を推薦し、第２情報に基づき端末のユーザが前記アプリケ
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ーションサービスアカウントにおけるユーザアクションを獲得することと、をさらに含む
情報処理方法。
【請求項２】
　前記情報ソースより追跡して獲得する前記端末のユーザ関連情報が、少なくとも一つの
前記ルートに蓄積される前記端末のユーザの数を含み、少なくとも一つの端末にフィード
バックされることを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１情報に基づき、端末のユーザを識別することにより、前記染色識別コードの情
報ソースを獲得することをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末のユーザに推薦した注目情報は、情報の拡散効果、情報の変換率、端末のユー
ザのアカウントから消費される金額の中の少なくとも一つの情報を含む請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記バインド要求が更に前記第１情報を含み、前記第１情報に基づき前記情報ソースの
変換情報を獲得する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つの前記ルートから少なくとも一つの端末
の端末ユーザに変換されたユーザ数を含む請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１情報に基づき、端末のユーザを識別することにより、前記染色識別コードの情
報ソースを獲得することをさらに含む請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　サーバであって、
　情報ソースを示す第１情報に基づき、染色識別コードを生成するように構成された染色
識別コード生成ユニットと、
　前記染色識別コードの走査が端末によってトリガーされたことを検出した後、前記第１
情報を含むフォロー要求を受信し、端末のユーザによる広告ソーシャル情報サービスへの
フォローを受け入れ、また前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソース
より、前記端末のユーザに関連するユーザ関連情報、または前記染色識別コードにアクセ
スしたルートに関するルート情報を追跡して獲得するように構成された第１処理ユニット
と、を含み、
　前記サーバは、
　前記情報ソースを示す第１情報を取得した後、前記情報ソースを示す第１情報と端末の
ユーザのアカウントを示す第２情報とに基づき、登録状態の識別コードを生成するように
構成された登録状態の識別コード生成ユニットと、
　前記登録状態の識別コードの走査が端末によりトリガーしたことに応答して、前記第２
情報を含むバインド要求を受信し、所定の戦略に基づき前記第２情報に対応する端末のユ
ーザのアカウントを識別し、端末のユーザのアカウントと端末のユーザが前記広告ソーシ
ャル情報サービスに登録したアプリケーションサービスアカウントとを関連付け、前記ア
プリケーションサービスアカウントから端末のユーザに注目情報を推薦し、第２情報に基
づき端末のユーザが前記アプリケーションサービスアカウントにおけるユーザアクション
を獲得するように構成された第２処理ユニットと、をさらに含むサーバ。
【請求項９】
　前記情報ソースより追跡して獲得する前記端末のユーザ関連情報が、少なくとも一つの
前記ルートに蓄積される前記端末のユーザの数を含み、少なくとも一つの端末にフィード
バックされることを含む請求項８に記載のサーバ。
【請求項１０】
　前記第１情報に基づき、端末のユーザを識別することにより、前記染色識別コードの情
報ソースを獲得する請求項８に記載のサーバ。
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【請求項１１】
　前記端末のユーザに推薦した注目情報は、情報の拡散効果、情報の変換率、端末のユー
ザのアカウントから消費される金額の中の少なくとも一つの情報を含む請求項８に記載の
サーバ。
【請求項１２】
　前記バインド要求が更に前記第１情報を含み、前記第１情報に基づき前記情報ソースの
変換情報を獲得する請求項８に記載のサーバ。
【請求項１３】
　前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つの前記ルートから少なくとも一つの端末
の端末ユーザに変換されたユーザ数を含む請求項１２に記載のサーバ。
【請求項１４】
　前記第２処理ユニットがさらに、前記第１情報に基づき、端末のユーザを識別すること
により、前記染色識別コードの情報ソースを獲得するように構成される請求項１２に記載
のサーバ。
【請求項１５】
　請求項１乃至７の中のいずれかに記載の情報処理方法を実行するように構成されたコン
ピュータ実行可能なプログラムを記憶するコンピュータ記憶媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野に関し、特に、情報処理方法及びサーバ、コンピュータ記憶媒
体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　情報のやり取りにおいて、情報のやり取りを行う段階それぞれの情報を追跡して、それ
に基づいて分析してこそ、精確な最終処理結果を得ることができる。情報のやり取りの情
報チェーン全般における前の部分の情報ソース段階を例にすると、ユーザのコンバージョ
ンソースを追跡する既存の技術案は例えばｃｏｏｋｉｅを共有する方式がある。
【０００３】
　ｃｏｏｋｉｅを共有する方式の具体な実現は以下のとおりである。ＰＣでｃｏｏｋｉｅ
（ブラウザキャッシュとも呼ばれる）を使用してユーザが前回にブラウザに登録したユー
ザ名とパスワード、どのウェブにアクセスしたか等のユーザの個人情報を記憶することが
でき、ユーザの個人情報のセキュリティやプライバシーを保護するため、ユーザはウェブ
閲覧後に最終的にｃｏｏｋｉｅを空きにする場合がある。移動端末でｃｏｏｋｉｅを使用
する場合も同様な処理方式であり、これによると、ユーザ情報の保護に有利であって、一
層安全的である。しかし、今の複数の端末及び／又は複数のプラットホーム技術の発展に
伴って、ユーザは、情報のやり取りを行うときに複数の端末及び／又は複数のプラットホ
ームのデータに同期とリアルタイムの更新を行うことで追跡することを求めているが、ｃ
ｏｏｋｉｅを共有する方式でユーザのコンバージョンソースを追跡するとき、ｃｏｏｋｉ
ｅの上記特徴によって、必ずＰＣ端末と移動端末との二つの異なるプラットホームで情報
のやり取りを行うときに二つのプラットホーム間でデータが同期できない問題が存在し、
今の複数の端末及び／又は複数のプラットホーム間でのデータの同期とリアルタイムの更
新需要を満たすことができず、このような非同期はユーザのコンバージョンソースの追跡
に多くの障害をもたらし、追跡したデータが精確ではないか、又は追跡することができな
くなる。
【０００４】
　上記問題について、既存技術において未だに有効な解決案を提示していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上記問題に鑑み、本発明の実施例は、少なくとも既存技術にある問題を解決できる情報
処理方法及びサーバ、コンピュータ記憶媒体を提供しようとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施例の技術案は以下のとおりである。
【０００７】
　本発明の実施例の情報処理方法は、
　情報ソースを示す第１情報に基づき、第１情報識別コードを生成することと、
　端末が前記第１情報識別コードの走査が端末によってトリガーされたことを検出した後
、前記第１情報を含む第１要求を受信して、端末のユーザによる情報サービスへのフォロ
ーを受け入れることと、
　前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソースの変換情報を追跡して獲
得することと、を含む。
【０００８】
　本発明の実施例のサーバは、
　情報ソースを示す第１情報に基づき、第１情報識別コードを生成するように構成された
第１識別コード生成ユニットと、
　端末が前記第１情報識別コードの走査が端末によってトリガーされたことを検出した後
、前記第１情報を含む第１要求を受信して、端末のユーザによる情報サービスへのフォロ
ーを受け入れ、前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソースの変換情報
を追跡して獲得するように構成された第１処理ユニットと、を含む。
【０００９】
　前記第１識別コード生成ユニットと前記第１処理ユニットが処理を実行するとき、中央
処理装置（ＣＰＵ、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ、Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｎｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）又はフィ
ールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ、Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）で実現することができる。
【００１０】
　本発明の実施例はさらに、上述した情報処理方法を実行するコンピュータがプログラム
を記憶されるコンピュータ記憶媒体を提供する。
【００１１】
　本発明の実施例において、サーバが情報ソースを示す第１情報に基づき、第１情報識別
コードを生成し、端末においてアプリケーションを作動させて、第１操作を取得して、前
記第１情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第１情報識別コード中の前記第
１情報を解析し、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受信して、前
記情報サービスインターフェース中の第１提示情報に基づいて、対応する第２操作がトリ
ガーされ第１要求を生成し、前記第１要求に前記第１情報が含まれており、サーバが前記
第１要求を受信して、端末のユーザによる情報サービスへのフォローを受け入れ、前記第
１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソースの変換情報を追跡して獲得する。
本発明の実施例によると、ユーザのコンバージョンソースを追跡するときにユーザ情報を
伝送するセキュリティを向上させ、複数の端末及び／又は複数のプラットホーム間でのデ
ータ同期やリアルタイムの更新需要を満たすこともでき、精確に同期できないことでユー
ザのコンバージョンソースを追跡するときに精確な追跡データを取得できないことを回避
する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例において情報のやり取りを行う各ハードウェアエンティティを示
す図である。
【図２】本発明の実施例１の実現プロセスを示す図である。
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【図３】本発明の実施例で染色二次元コードを走査して情報の追跡を実現する実現プロセ
スを示す図である。
【図４】本発明の実施例で染色二次元コードを走査して得たソーシャルアプリケーション
のユーザインターフェースを示す図である。
【図５】本発明の実施例３の実現プロセスを示す図である。
【図６】本発明の実施例で登録状態の二次元コードを走査して情報の追跡を実現する実現
プロセスを示す図である。
【図７】本発明の実施例で登録状態の二次元コードを走査して得たソーシャルアプリケー
ションのユーザインターフェースを示す図である。
【図８】本発明の実施例５のシステム構成を示す図である。
【図９】本発明の実施例６のシステム構成を示す図である。
【図１０】本発明の実施例７のハードウェア構造を示す図である。
【図１１】本発明の実施例で二次元コードを生成するシーンを示す図である。
【図１２】本発明の実施例で二次元コードを走査するシーンを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を結合して技術案の実施をさらに詳しく説明する。
【００１４】
　図１は本発明の実施例で情報のやり取りを行う各ハードウェアエンティティを示す図で
あり、図１において、サーバ１１（例えば、複数のサーバからなるサーバ集合）と、端末
デバイス２１～２６（デスクトップ、ＰＣ機、携帯電話、複合機等のタイプを含む）と、
端末デバイスが第３者ルートから取得した二次元コード３１～３３と、を含む。二次元コ
ード３１～３３をサーバ１１が生成して、端末デバイス２１～２６は有線ネットワーク又
は無線ネットワークを介してサーバ１１と情報のやり取りを行い、端末デバイスが二次元
コード３１～３３を走査してデータの追跡に必要な特定情報を得た後、サーバが該特定情
報に基づいてデータをリアルタイムに追跡し、複数の端末及び／又は複数のプラットホー
ムで同期して取得したデータをリアルタイムに追跡する。各ユーザはいずれも複数の端末
及び／又は複数のプラットホーム間でのデータ同期やリアルタイムの更新を実現でき、図
１における端末の組（端末２１と端末２４）を例にすると、端末２１がブラウザに登録し
て第３者ルートに入って、第３者ルート上の二次元コードを走査して、その後サーバ１１
が該二次元コードに基づいて端末２１がどこから二次元コードを得たかのルート情報を記
録して追跡し、また、ユーザが実行した全てのユーザアクションを追跡して、端末２４が
ブラウザに登録して実行したユーザの行為が記憶され、このような情報を同期させること
ができる。デスクトップ／ＰＣ端末／複合機と移動端末上の異なるプラットホームで情報
のやり取りを行うときに存在する複数のプラットホームのデータが同期できない問題を回
避でき、リアルタイムの追跡の精確性を向上させ、例えばルート情報又はユーザのアカウ
ントに基づいて登録して実行したユーザアクション等の追跡する必要のある情報を精確に
取得することができる。
【００１５】
　ルート情報を例にすると、サーバは、ルート情報ソースを示す染色コードに基づいて二
次元コード形態の染色識別コード（染色二次元コードとも呼ばれる）を生成する。端末が
アプリケーション（例えば、ＷｅＣｈａｔアプリケーション）を開けて、染色二次元コー
ドを走査する操作を取得して、染色二次元コードに対する走査がトリガーされ、前記染色
二次元コード中の前記染色コードを解析する。端末はＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報サ
ービスインターフェースを受信し、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報サービスインターフ
ェース中のＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントをフォローするか否かの提
示情報に基づいて、対応するフォロー操作がトリガーされ、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル
情報サービスをフォローするフォロー要求を生成し、前記フォロー要求に前記染色コード
が含まれている。サーバは、前記フォロー要求を受信して、端末のユーザによるＷｅＣｈ
ａｔ広告ソーシャル情報へのフォローを受け入れ、前記染色コードを記録して、染色処理
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を成功裏に実現し、その後前記染色コードに基づいて追跡してルート情報ソースの変換情
報（例えば、どのユーザがどのルートから染色二次元コードを取得したか、このようなユ
ーザの合計は幾つか等の変換情報）を得ることができる。
【００１６】
　上述した図１の例は本発明の実施例を実現する一つのシステム構成の実例であり、本発
明の実施例は上述した図１に示すシステム構造に限定されず、該システム構成に基づいて
、本発明の各実施例を提示する。
実施例１：
　本発明の実施例の情報処理方法は、図２に示すように、ステップ１０１～ステップ１０
４を含む。
【００１７】
　ステップ１０１において、サーバが情報ソースを示す第１情報に基づいて、第１情報識
別コードを生成する。
【００１８】
　ここで、図３に示すように、情報ソースがルート情報である場合を例にし、ルート情報
を示す染色コードに基づいて、二次元コード形式の染色識別コード（染色二次元コードと
も呼ばれる）を生成する。ここで、ルート情報は拡散を受けた該フォローすべき広告プラ
ットホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告拡散ウェブ等である。
【００１９】
　ステップ１０２において、端末がアプリケーションを開けて、第１操作を取得して、前
記第１情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第１情報識別コード中の前記第
１情報を解析する。
【００２０】
　ここで、依然として図３を例にすると、端末がソーシャルアプリケーション（例えば、
ＷｅＣｈａｔアプリケーション）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザイン
ターフェース（図４を参照）で、染色二次元コードを走査する操作を取得して、前記染色
二次元コードに対する走査がトリガーされ、前記染色二次元コード中のルート情報を示す
染色コードを解析する。
【００２１】
　ステップ１０３において、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受
信し、前記情報サービスインターフェース中の第１提示情報に基づいて、対応する第２操
作がトリガーされて第１要求を生成し、前記第１要求に前記第１情報が含まれている。
【００２２】
　ここでも、依然として図３を例にすると、端末はソーシャルアプリケーションのユーザ
インターフェース（図４を参照）上の第１提示情報（例えば、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャ
ル情報の公衆アカウントをフォローするかの提示情報）を受信した後、対応するフォロー
操作がトリガーされ、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報サービスをフォローするフォロー
要求を生成し、前記フォロー要求に前記染色コードが含まれる。ここで、染色二次元コー
ドは、後続の登録状態の二次元コードと区別するように、非登録状態の二次元コードであ
ることもできる。ここで、非登録状態の二次元コードに対応する応用シーンとは、ユーザ
（例えば、広告主）が登録せずに、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントを
フォローするだけの状態であるときに、ユーザ（例えば、広告主）がＷｅＣｈａｔ広告ソ
ーシャル情報の公衆アカウントのファンになったばかりの場合を指し、このとき、ユーザ
（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）の登録をパスして
いない状態であるので、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例え
ば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付けることには係わらない。一方、
登録状態の二次元コードに対応する応用シーンとは、ユーザ（例えば、広告主）がＷｅＣ
ｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントをフォローした後、ユーザ（例えば、広告主
）がすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのファンになっていて、且
つすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントにユーザの個人情報を登録し
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たか、又は登録して記録したことのある場合を指し、このとき、ユーザ（例えば、広告主
）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）を登録したので、自動的にユーザの
アカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔ
アカウントとを関連付け、その後サーバがユーザ（例えば、広告主）が必要とする情報を
ユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントに基づいて、事前設定（例えば
、定時又は周期的）に従ってユーザ（例えば、広告主）に拡散する。
【００２３】
　ステップ１０４において、サーバが前記第１要求を受信して、端末のユーザによる情報
サービスへのフォローを受け入れ、前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情
報ソースの変換情報を追跡して獲得する。
【００２４】
　ここで、サーバが前記フォロー要求を受信し、端末のユーザによるＷｅＣｈａｔ広告ソ
ーシャル情報へのフォローを受け入れ、前記染色コードを記録することで、染色処理を成
功裏に実現し、その後前記染色コードに基づいて追跡してルート情報ソースの変換情報（
例えば、ルート変換情報、具体的には、どのユーザがどのルートから染色二次元コードを
取得したか、このようなユーザ数の合計は幾つか等の変換情報）を得ることができる。
【００２５】
　本発明の実施例に係わる完璧な情報のやり取りプロセスは、サーバが二次元コード（例
えば、染色二次元コード）を生成し、端末が二次元コード（例えば、染色二次元コード）
を走査し、サーバが二次元コード（例えば、染色二次元コード）を追跡して、染色二次元
コード中の染色コードに基づいてルート情報に対するリアルタイムの追跡を実現し、複数
の端末及び／又は複数のプラットホーム間でデータをリアルタイムに追跡するデータ同期
及びリアルタイムの更新を実現し、サーバが精確に記録することができ、ルート変換情報
を追跡して統計することができる。つまり、ユーザが染色二次元コードを走査してＷｅＣ
ｈａｔのファンになったとき、サーバは該染色二次元コードの染色コードを記録し、成功
裏に該ユーザに染色処理を行って、最終的に、染色コードによってユーザの全般を追跡し
、染色二次元コードに基づく広告主ルート情報変換追跡が実現できる。
【００２６】
　本発明の実施例１の実施形態において、ステップ１０４において、前記情報ソースの変
換情報は、少なくとも一つの情報ルートから少なくとも一つの端末の端末ユーザに変換さ
れたユーザ数、即ち、第１情報に基づき各ルートから移動端末の広告主に変換されたユー
ザ数を追跡して統計したことを含む。
実施例２：
　本発明の実施例の情報処理方法は、ステップ２０１～ステップ２０５を含む。
【００２７】
　ステップ２０１において、サーバ情報ソースを示す第１情報に基づいて、第１情報識別
コードを生成する。
【００２８】
　ここで、図３に示すように、情報ソースがルート情報である場合を例とし、ルート情報
を示す染色コードに基づいて二次元コード形式の染色識別コード（染色二次元コードとも
呼ばれる）を生成する。ここで、ルート情報は拡散を受けた該フォローすべき広告プラッ
トホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告拡散ウェブ等である。
【００２９】
　ステップ２０２において、端末でアプリケーションを開けて、第１操作を取得し、前記
第１情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第１情報識別コード中の前記第１
情報を解析する。
【００３０】
　ここで、依然として図３を例とし、端末でソーシャルアプリケーション（例えば、Ｗｅ
Ｃｈａｔアプリケーション）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザインター
フェース（例えば、図４を参照）で染色二次元コードを走査する操作を取得し、前記染色
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二次元コードに対する走査がトリガーされ、前記染色二次元コード中のルート情報を示す
染色コードを解析する。
【００３１】
　ステップ２０３において、サーバが、前記第１情報に基づいて、端末のユーザが得た前
記第１情報識別コードの情報ソースを識別する。
【００３２】
　ステップ２０４において、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受
信し、前記情報サービスインターフェース中の第１提示情報に基づいて、対応する第２操
作がトリガーされて第１要求を生成し、前記第１要求に前記第１情報が含まれる。
【００３３】
　ここで、依然として図３を例とし、端末はソーシャルアプリケーションのユーザインタ
ーフェース（例えば、図４を参照）上の第１提示情報（例えば、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシ
ャル情報の公衆アカウントをフォローするか否かの提示情報）を受信した後、対応するフ
ォロー操作がトリガーされ、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報サービスをフォローするフ
ォロー要求を生成し、前記フォロー要求に前記染色コードが含まれている。ここで、染色
二次元コードは、後続の登録状態の二次元コードと区別するように、非登録状態の二次元
コードであることもできる。ここで、非登録状態の二次元コードに対応する応用シーンは
、ユーザ（例えば、広告主）が登録せずに、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカ
ウントをフォローするだけの状態であるときに、ユーザ（例えば、広告主）がＷｅＣｈａ
ｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのファンになったばかりの場合を指し、このとき
、ユーザ（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）の登録を
パスしていない状態であるので、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユー
ザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付けることには係わらない
。一方、登録状態の二次元コードに対応する応用シーンとは、ユーザ（例えば、広告主）
がＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントをフォローした後、ユーザ（例えば
、広告主）がすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのファンになって
いて、且つすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントにユーザの個人情報
を登録したか、又は登録して記録したことのある場合を指し、このとき、ユーザ（例えば
、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）を登録したので、自動的に
ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人Ｗｅ
Ｃｈａｔアカウントとを関連付け、その後サーバがユーザ（例えば、広告主）が必要とす
る情報をユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントに基づいて、事前設定
（例えば、定時又は周期的）に従ってユーザ（例えば、広告主）に拡散する。
【００３４】
　ステップ２０５において、サーバが前記第１要求を受信し、端末のユーザによる情報サ
ービスへのフォローを受け入れ、前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報
ソースの変換情報を追跡して獲得する。
【００３５】
　ここで、サーバが前記フォロー要求を受信して、端末のユーザによるＷｅＣｈａｔ広告
ソーシャル情報へのフォローを受け入れ、前記染色コードを記録して、染色処理を成功裏
に実現して、その後前記染色コードに基づいて追跡してルート情報ソースの変換情報（例
えば、ルート変換情報、具体的には、どのユーザがどのルートから染色二次元コードを取
得したか、このようなユーザ数の合計は幾つか等の変換情報）を得ることができる。
【００３６】
　本発明の実施例に係わる完璧な情報のやり取りプロセスは、サーバが二次元コード（例
えば、染色二次元コード）を生成し、端末が二次元コード（例えば、染色二次元コード）
を走査し、サーバが二次元コード（例えば、染色二次元コード）を追跡して、染色二次元
コード中の染色コードに基づいてルート情報に対するリアルタイムの追跡を実現し、及び
複数の端末及び／又は複数のプラットホーム間でデータをリアルタイムに追跡するデータ
同期及びリアルタイムの更新を実現し、サーバが精確に記録することができ、ルート変換
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情報を追跡して統計することができる。つまり、ユーザが染色二次元コードを走査してＷ
ｅＣｈａｔのファンになったとき、サーバは該染色二次元コードの染色コードを記録して
、該ユーザに染色処理を行い、最終的に、染色コードに基づいてユーザの全般を追跡し、
染色二次元コードに基づく広告主ルート情報変換追跡を実現する。
【００３７】
　本発明の実施例１の実施形態において、ステップ２０５において、前記情報ソースの変
換情報は、少なくとも一つの情報ルートから少なくとも一つの端末の端末ユーザに変換さ
れたユーザ数、即ち、第１情報に基づき各ルートから移動端末の広告主に変換されたユー
ザ数を追跡して統計したことを含む。
実施例３：
　本発明の実施例の情報処理方法は、図５に示すように、ステップ３０１～ステップ３０
５を含む。
【００３８】
　ステップ３０１において、サーバが、情報ソースを示す第１情報と端末のユーザのアカ
ウントを示す第２情報に基づいて、第２情報識別コードを生成する。
【００３９】
　ここで、図６に示すように、情報ソースがルート情報である場合を例とし、ルート情報
を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値に基づいて、登録状態の
二次元コードを生成する。ここで、ルート情報は拡散を受けた該フォローすべき広告プラ
ットホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告拡散ウェブ等である。端末のユ
ーザのアカウントを示す第２情報は、実際のユーザ情報（例えば、ＱＱアカウント）自体
ではなく、端末のユーザのアカウントに対応するハッシュ値である。
【００４０】
　ステップ３０２において、端末でアプリケーションを開けて、第１操作を取得し、前記
第２情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第２情報識別コード中の前記第２
情報を解析する。
【００４１】
　ここで、依然として図６を例とし、端末でソーシャルアプリケーション（例えば、Ｗｅ
Ｃｈａｔアプリケーション）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザインター
フェース（例えば、図７を参照）で登録状態の二次元コードを走査した操作を取得し、前
記登録状態の二次元コードに対する走査がトリガーされ、前記登録状態の二次元コード中
のルート情報を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を解析する
。
【００４２】
　ステップ３０３において、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受
信し、前記情報サービスインターフェース中の第２提示情報に基づいて、対応する第３操
作がトリガーされ、第２要求を生成し、前記第２要求に前記第２情報が含まれている。
【００４３】
　ここで、依然として図６を例とし、端末はソーシャルアプリケーションのユーザインタ
ーフェース（例えば、図７を参照）上の第２提示情報（例えば、アカウントのバインド提
示）を受信した後、対応する自動関連付け操作がトリガーされ、ユーザのアカウント（例
えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを
自動的に関連付けるバインド要求を生成し、前記バインド要求に少なくとも端末のユーザ
のアカウントを示すハッシュ値を含み、これにより、該ハッシュ値に基づいてバックグラ
ウンドサーバによって変換して端末のユーザのアカウントを得て、自動関連付け操作を実
現することができ、関連付けられたユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウ
ントに基づいて、ユーザ（例えば、広告主）に注文メッセージを推薦することができる。
前記バインド要求にルート情報を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッ
シュ値とを同時に含むこともでき、これにより、同時に前記染色コードに基づいて追跡し
てルート情報ソースの変換情報（例えば、ルート変換情報、具体的には、どのユーザがど
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のルートから染色二次元コードを取得したか、このようなユーザ数の合計は幾つか等の変
換情報）を得ることができる。
【００４４】
　ここで、染色二次元コードは、後続の登録状態の二次元コードと区別できるように、非
登録状態の二次元コードであることもできる。ここで、非登録状態の二次元コードに対応
する応用シーンは、ユーザ（例えば、広告主）が登録せずに、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャ
ル情報の公衆アカウントをフォローするだけの状態であるときに、ユーザ（例えば、広告
主）がＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのファンになったばかりの場合
を指し、このとき、ユーザ（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカ
ウント）の登録をパスしていない状態であるので、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱア
カウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付けるこ
とには係わらない。一方、登録状態の二次元コード対応する応用シーンは、ユーザ（例え
ば、広告主）がＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントをフォローした後、ユ
ーザ（例えば、広告主）がすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのフ
ァンになっていて、且つ、すでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントにユ
ーザの個人情報を登録したことがある、又は登録して記録したことのある場合を指し、こ
のとき、すでにユーザ（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウン
ト）で登録したので、自動的にユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ
（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付け、その後サーバがユーザ
（例えば、広告主）が必要とする情報をユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔア
カウントに基づいて、事前設定（例えば、定時又は周期的）に従って、ユーザ（例えば、
広告主）に推薦する。
【００４５】
　ステップ３０４において、サーバが前記第２要求を受信し、事前設定した戦略に従って
、前記第２情報に対応する端末のユーザのアカウントを識別し、端末のユーザのアカウン
トとそのアプリケーションサービス番号とを関連付けて、前記アプリケーションサービス
番号によって、端末のユーザにフォローした情報を推薦し、また第２情報に基づいて追跡
して端末のユーザによる前記アプリケーションサービス番号におけるユーザアクションを
得る。
【００４６】
　ここで、依然として図６を例とし、サーバはバインド要求を受信した後、ユーザの情報
のセキュリティを保護するため、ユーザの実際のアカウントを伝送するのではなく、該ア
カウントに対応する端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を伝送するので、サーバ
側でハッシュ値を変換して、ユーザの実際のアカウントを得なければならない。ユーザの
実際のアカウントについての暗号化やハッシュ値を復号してユーザの実際のアカウントを
得ることはいずれもサーバ側で実現する。復号してユーザの実際のアカウントを得た後、
ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人Ｗｅ
Ｃｈａｔアカウントとを自動的に関連付けて、関連付けた後のユーザ（例えば、広告主）
の個人ＷｅＣｈａｔアカウントに基づいて、ユーザ（例えば、広告主）に注文メッセージ
を推薦し、確立した関連に基づいて、ユーザによるユーザの実際のアカウントに基づくユ
ーザアクションを追跡することができる。
【００４７】
　ここで、端末のユーザに推薦した注目情報は、情報の拡散効果、情報の変換率、端末の
ユーザのアカウントから消費される金額の中の少なくとも一つの情報を含み、これにより
、その後ユーザ（例えば、広告主）がそのＷｅＣｈａｔサービス番号からアカウント中の
該情報の拡散効果、情報の変換率、端末のユーザのアカウントから消費される金額を取得
して、ユーザのアカウントの拡散状況を充分に把握して、拡散状況に応じて突発事件等を
処理することができる。
【００４８】
　ステップ３０５において、サーバが前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記
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情報ソースの変換情報を追跡して獲得する。
【００４９】
　ここで、前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つの情報ルートから少なくとも一
つの端末の端末ユーザに変換されたユーザ数、即ち、第１情報に基づき各ルートより移動
端末の広告主に変換されたユーザ数を追跡して統計したことを含む。
実施例４：
　本発明の実施例の情報処理方法は、ステップ４０１～ステップ４０７を含む。
【００５０】
　ステップ４０１において、サーバにローカル記憶された暗号化戦略に従って端末のユー
ザのアカウントに暗号化を行って、第２情報を得る。
【００５１】
　ここで、サーバのローカルに該暗号化戦略に対応する復号化戦略も記憶されているので
、その後第２情報（例えば、端末のユーザのアカウントに対応するハッシュ値）に復号化
を行って端末のユーザのアカウントを得ることができ、該端末のユーザのアカウントはユ
ーザの実際のアカウント（例えば、ＱＱ番号）であって、このように処理すると、ユーザ
情報を伝送する際のセキュリティやプライバシーを確保できるメリットを有する。
【００５２】
　ステップ４０２において、サーバが、情報ソースを示す第１情報と端末のユーザのアカ
ウントを示す第２情報に基づいて、第２情報識別コードを生成する。
【００５３】
　ここで、図６に示すように、情報ソースがルート情報である場合を例とし、ルート情報
を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値に基づいて、登録状態の
二次元コードを生成する。ここで、ルート情報は拡散を受けた該フォローすべき広告プラ
ットホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告拡散ウェブ等である。一方、端
末のユーザのアカウントを示す第２情報は、実際のユーザ情報（例えば、ＱＱアカウント
）自体ではなく、端末のユーザのアカウントに対応するハッシュ値である。
【００５４】
　ステップ４０３において、端末でアプリケーションを開けて、第１操作を取得し、前記
第２情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第２情報識別コード中の前記第２
情報を解析する。
【００５５】
　ここで、依然として図６を例とし、端末でソーシャルアプリケーション（例えば、Ｗｅ
Ｃｈａｔアプリケーション）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザインター
フェース（例えば、図７を参照）で登録状態の二次元コードを走査した操作を取得し、前
記登録状態の二次元コードに対する走査がトリガーされ、前記登録状態の二次元コード中
のルート情報を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を解析する
。
【００５６】
　ステップ４０４において、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受
信し、前記情報サービスインターフェース中の第２提示情報に基づいて、対応する第３操
作がトリガーされ、第２要求を生成し、前記第２要求に前記第２情報が含まれている。
【００５７】
　ここで、依然として図６を例とし、端末はソーシャルアプリケーションのユーザインタ
ーフェース（例えば、図７を参照）上の第２提示情報（例えば、アカウントのバインド提
示）を受信した後、対応する自動関連付き操作がトリガーされ、ユーザのアカウント（例
えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを
自動に関連付けたバインド要求を生成し、ここで、前記バインド要求に少なくとも端末の
ユーザのアカウントを示すハッシュ値を含むことで、該ハッシュ値によって、バックグラ
ウンドサーバが変換して端末のユーザのアカウントを得ることができ、自動関連付き操作
を実現することで、関連付けた後のユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウ
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ントに基づいて、ユーザ（例えば、広告主）に注文メッセージを推薦することができる。
前記バインド要求にルート情報を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッ
シュ値とを同時に含むこともでき、これにより、同時に前記染色コードに基づいて追跡し
てルート情報ソースの変換情報（例えば、ルート変換情報、具体的には、どのユーザがど
のルートから染色二次元コードを取得したか、このようなユーザ数の合計は幾つか等の変
換情報）を得ることができる。
【００５８】
　ここで、染色二次元コードは、後続の登録状態の二次元コードと区別できるように、非
登録状態の二次元コードであることができる。ここで、非登録状態の二次元コードに対応
する応用シーンは、ユーザ（例えば、広告主）が登録せずに、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャ
ル情報の公衆アカウントをフォローするだけの状態であるときに、ユーザ（例えば、広告
主）がＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのファンになったばかりの場合
を指し、このとき、ユーザ（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカ
ウント）の登録をパスしていない状態であるので、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱア
カウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付けるこ
とには係わらない。一方、登録状態の二次元コード対応する応用シーンは、ユーザ（例え
ば、広告主）がＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントをフォローした後、ユ
ーザ（例えば、広告主）がすでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントのフ
ァンになっていて、且つ、すでにＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントにユ
ーザの個人情報を登録したことがある、又は登録して記録したことのある場合を指し、こ
のとき、すでにユーザ（例えば、広告主）のユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウン
ト）で登録したので、自動的にユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ
（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを関連付け、その後サーバがユーザ
（例えば、広告主）が必要とする情報をユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔア
カウントに基づいて、事前設定（例えば、定時又は周期的）に従ってユーザ（例えば、広
告主）に推薦することができる。
【００５９】
　ステップ４０５において、サーバが前記第２要求を受信し、サーバにローカル記憶され
た前記暗号化戦略に対応する復号化戦略に従って、前記第２情報に復号化して、前記第２
情報に対応する端末のユーザのアカウントを識別する。
【００６０】
　ステップ４０６において、端末のユーザ自分の前記アプリケーションサービス番号を取
得し、端末のユーザのアカウントと前記アプリケーションサービス番号とを関連付けて、
前記アプリケーションサービス番号によって、端末のユーザに注目情報を推薦し、また、
第２情報に基づいて追跡して、端末のユーザによる前記アプリケーションサービス番号に
おけるユーザアクションを得る。
【００６１】
　ここで、依然として図６を例とし、ステップ４０５～４０６の実際の応用を説明する。
サーバはバインド要求を受信した後、ユーザの情報のセキュリティを保護するため、ユー
ザの実際のアカウントを伝送するのではなく、該アカウントに対応する端末のユーザのア
カウントを示すハッシュ値を伝送するので、サーバ側でハッシュ値を変換して、ユーザの
実際のアカウントを得なければならない。ユーザの実際のアカウントについての暗号化や
ハッシュ値を復号化してユーザの実際のアカウントを得ることはいずれもサーバ側で実現
する。復号化してユーザの実際のアカウントを得た後、ユーザのアカウント（例えば、Ｑ
Ｑアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを自動的に
関連付けて、関連付けた後のユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントに
基づいて、ユーザ（例えば、広告主）に注文メッセージを推薦し、また、確立した関連に
基づいてユーザによるユーザの実際のアカウントに基づくユーザアクションを追跡するこ
とができる。
【００６２】
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　ここで、端末のユーザに推薦した注目情報は、情報の拡散効果、情報の変換率、端末の
ユーザのアカウントから消費される金額の中の少なくとも一つの情報を含み、これにより
、その後ユーザ（例えば、広告主）がそのＷｅＣｈａｔサービス番号からアカウント中の
該情報の拡散効果、情報の変換率、端末のユーザのアカウントから消費される金額を取得
して、ユーザのアカウントの拡散状況を充分に把握し、拡散状況に応じて突発事件等を処
理することができる。
【００６３】
　ステップ４０７において、サーバが前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記
情報ソースの変換情報を追跡して獲得する。
【００６４】
　ここで、前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つの情報ルートから少なくとも一
つの端末の端末ユーザに変換されたユーザ数、即ち、第１情報に基づき各ルートから移動
端末の広告主に変換されたユーザ数を追跡して統計したことを含む。
実施例５：
　本発明の実施例の情報処理システムは、図８に示すように、サーバ４１と、端末４２と
を、含む。ここで、サーバ４１は、情報ソースを示す第１情報に基づいて、第１情報識別
コードを生成するように構成された第１識別コード生成ユニット４１１と、第１要求を受
信し、端末のユーザによる情報サービスへのフォローを受け入れ、前記第１情報を記録し
、前記第１情報に基づき前記情報ソースの変換情報を追跡して獲得するように構成された
第１処理ユニット４１２と、を含む。端末４２は、端末でアプリケーションを開けて、第
１操作を取得し、前記第１情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第１情報識
別コード中の前記第１情報を解析するように構成された第１走査処理ユニット４２１と、
サーバが拡散した情報サービスインターフェースを受信し、前記情報サービスインターフ
ェース中の第１提示情報に基づいて、対応する第２操作がトリガーされ、前記第１情報を
含む前記第１要求を生成するように構成された第１要求生成ユニット４２２と、を含む。
【００６５】
　本発明の実施例の実際の応用において、図３に示すように、情報ソースがルート情報で
ある場合を例とし、ルート情報を示す染色コードに基づいて、二次元コード形式の染色識
別コード（染色二次元コードとも呼ばれる）を生成する。ここで、ルート情報は拡散を受
けた該フォローすべき広告プラットホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告
拡散ウェブ等である。端末でソーシャルアプリケーション（例えば、ＷｅＣｈａｔアプリ
ケーション）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザインターフェース（例え
ば、図４を参照）で染色二次元コードを走査する操作を取得し、前記染色二次元コードに
対する走査がトリガーされ、前記染色二次元コード中のルート情報を示す染色コードを解
析する。端末はソーシャルアプリケーションのユーザインターフェース（例えば、図４を
参照）上の第１提示情報（例えば、ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報の公衆アカウントを
フォローするか否かの提示情報）を受信した後、対応するフォロー操作がトリガーされ、
ＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報サービスにフォローするフォロー要求を生成し、前記フ
ォロー要求に前記染色コードが含まれている。サーバは前記フォロー要求を受信し、端末
のユーザによるＷｅＣｈａｔ広告ソーシャル情報へのフォローを受け入れ、前記染色コー
ドを記録することで、染色処理を成功裏に実現し、その後前記染色コードに基づいて追跡
してルート情報ソースの変換情報（例えば、ルート変換情報、具体的には、どのユーザが
どのルートから染色二次元コードを取得したか、このようなユーザ数の合計は幾つか等の
変換情報）を得ることができる。
【００６６】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つ
の情報ルートから少なくとも一つの端末の端末ユーザに変換されたユーザ数を含む。
【００６７】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記サーバは、前記第１情報に基づいて、端末
のユーザが前記第１情報識別コードを得た情報ソースを識別するように構成された第１識
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別ユニットをさらに含む。
実施例６：
　本発明の実施例の情報処理システムは、図９に示すように、サーバ５１と端末５２とを
含む。ここで、サーバ５１は、情報ソースを示す第１情報と端末のユーザのアカウントを
示す第２情報に基づいて第２情報識別コードを生成するように構成された第２識別コード
生成ユニット５１１と、第２要求を受信し、事前設定した戦略に従って前記第２情報に対
応する端末のユーザのアカウントを識別し、端末のユーザのアカウントとそのアプリケー
ションサービス番号とを関連付けて、前記アプリケーションサービス番号によって端末の
ユーザに注目情報を推薦し、また第２情報に基づいて追跡して端末のユーザによる前記ア
プリケーションサービス番号におけるユーザアクションを得るように構成された第２処理
ユニット５１２と、を含む。端末５２は、端末でアプリケーションを開けて、第１操作を
取得し、前記第２情報識別コードに対する走査がトリガーされ、前記第２情報識別コード
中の前記第２情報を解析するように構成された第２走査処理ユニット５２１と、サーバが
拡散した情報サービスインターフェースを受信し、前記情報サービスインターフェース中
の第２提示情報に基づいて、対応する第３操作がトリガーされ、前記第２情報を含む前記
第２要求を生成するように構成された第２要求生成ユニット５２２と、を含む。
【００６８】
　本発明の実施例の実際の応用において、図６に示すように、情報ソースがルート情報で
ある場合を例とし、ルート情報を示す染色コードと端末のユーザのアカウントを示すハッ
シュ値に基づいて、登録状態の二次元コードを生成する。ここで、ルート情報は拡散を受
けた該フォローすべき広告プラットホームに対応する拡散ルート情報を指し、例えば広告
拡散ウェブ等である。端末のユーザのアカウントを示す第２情報は、実際のユーザ情報（
例えば、ＱＱアカウント）自体ではなく、端末のユーザのアカウントに対応するハッシュ
値である。端末でソーシャルアプリケーション（例えば、ＷｅＣｈａｔアプリケーション
）を開けた後、ソーシャルアプリケーションのユーザインターフェース（例えば、図７を
参照）で登録状態の二次元コードを走査した操作を取得し、前記登録状態の二次元コード
に対する走査がトリガーされ、前記登録状態の二次元コード中のルート情報を示す染色コ
ードと端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を解析する。端末はソーシャルアプリ
ケーションのユーザインターフェース（例えば、図７を参照）上の第２提示情報（例えば
、アカウントのバインド提示）を受信した後、対応する自動関連付け操作がトリガーされ
、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユーザ（例えば、広告主）の個人Ｗ
ｅＣｈａｔアカウントとを自動に関連付けるバインド要求を生成し、前記バインド要求に
少なくとも端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を含むことで、該ハッシュ値によ
って、バックグラウンドサーバが変換して端末のユーザのアカウントを得て、自動関連付
け操作を実現することが可能であって、関連付けた後のユーザ（例えば、広告主）の個人
ＷｅＣｈａｔアカウントに基づいてユーザ（例えば、広告主）に注文メッセージを推薦す
ることが可能になる。前記バインド要求にルート情報を示す染色コードと端末のユーザの
アカウントを示すハッシュ値とを同時に含むこともでき、これにより、同時に前記染色コ
ードに基づいて追跡してルート情報ソースの変換情報（例えば、ルート変換情報、具体的
には、どのユーザがどのルートから染色二次元コードを取得したか、このようなユーザ数
の合計は幾つか等の変換情報）を得ることが可能になる。サーバはバインド要求を受信し
た後、ユーザの情報のセキュリティを保護するため、ユーザの実際のアカウントを伝送す
るのではなく、該アカウントに対応する端末のユーザのアカウントを示すハッシュ値を伝
送するので、サーバ側でハッシュ値を変換して、ユーザの実際のアカウントを得なければ
ならない。ユーザの実際のアカウントについての暗号化やハッシュ値を復号化してユーザ
の実際のアカウントを得ることは全てサーバ側で実現しなければならない。復号化してユ
ーザの実際のアカウントを得た後、ユーザのアカウント（例えば、ＱＱアカウント）とユ
ーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを自動的に関連付けて、関連付
けた後のユーザ（例えば、広告主）の個人ＷｅＣｈａｔアカウントにも基づいてユーザ（
例えば、広告主）に注文メッセージを推薦し、確立した関連に基づいて、ユーザによるユ



(15) JP 6837066 B2 2021.3.3

10

20

30

40

50

ーザの実際のアカウントでのユーザアクションを追跡することが可能になる。
【００６９】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記端末のユーザに推薦した注目情報は、情報
の拡散効果、情報の変換率、端末のユーザのアカウントから消費される金額の中の少なく
とも一つの情報を含む。
【００７０】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記サーバは、サーバにローカル記憶された暗
号化戦略に従って前記端末のユーザのアカウントに暗号化を行って、前記第２情報を得る
ように構成された暗号化ユニットをさらに含む。
【００７１】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記第２処理ユニットはさらに、サーバのロー
カルに前記暗号化戦略に対応する復号化戦略を記憶し、また、前記復号化戦略に従って前
記第２情報を復号化して、前記第２情報に対応する端末のユーザのアカウントを得て、ま
た、端末のユーザ自分の前記アプリケーションサービス番号を取得し、また、端末のユー
ザのアカウントと前記アプリケーションサービス番号とを関連付ける。
【００７２】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記第２要求に前記第１情報が含まれ、前記サ
ーバはさらに、前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき前記情報ソースの変換情報
を追跡して獲得するように構成された第１処理ユニットを含む。
【００７３】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記情報ソースの変換情報は、少なくとも一つ
の情報ルートから少なくとも一つの端末の端末ユーザに変換されたユーザ数を含む。
【００７４】
　本発明の実施例１の実施形態において、前記サーバは、前記第１情報に基づいて、端末
のユーザが前記第１情報識別コードを得た情報ソースを識別するように構成された第１識
別ユニットをさらに含む。
実施例７：
　なお、上述した端末はＰＣ等の電子デバイスであることができれば、例えばPAD、タブ
レットＰＣ、ラップトップ等の携帯式電子デバイスであることもでき、例えば携帯電話等
のスマート移動端末であることもでき、ここで説明したものに限定されない。上述したサ
ーバはクラスタシステムからなり、各ユニットの機能を実現するために一つに合併された
か又は各ユニットの機能を単独に設置した電子デバイスであることができ、端末とサーバ
はいずれも少なくともデータを記憶するデータベースとデータを処理するプロセッサを含
み、又はサーバ内に設置された記憶媒体又は単独に設置された記憶媒体を含む。
【００７５】
　ここで、データを処理するプロセッサの場合、処理を実行するとき、マイクロプロセッ
サ、ＣＰＵ、DSP又はFPGAで実現することができる。記憶媒体の場合、コンピュータが実
行可能なコードであることができる操作命令を含み、前記操作命令によって上述した本発
明の実施例に係わる情報処理方法のプロセス中の各ステップを実現することができる。
【００７６】
　図１０に該端末と該サーバをハードウェアエンティティS１１として実例を示す。前記
装置は、プロセッサ６１と、記憶媒体６２と、少なくとも一つの外部通信インタフェース
６３とを含み、前記プロセッサ６１、記憶媒体６２、外部通信インタフェース６３はいず
れもバス６４を介して接続される。
【００７７】
　なお、上述した端末とサーバに関する説明は、上記方法で説明したものと類似し、方法
と同様な有益な効果を実現でき、ここでは詳細な説明を省略する。本発明の端末とサーバ
の実施例で開示されていない詳細部分については、本発明の方法実施例の説明を参照する
ことができる。
【００７８】
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　以下、現実の応用シーンを例に本発明の実施例を説明する。
【００７９】
　まず、応用シーンにおけるユーザが、ブランド広告主又は中小広告主、又はＷｅＣｈａ
ｔサービス公衆アカウントのフォローに成功した後当該ＷｅＣｈａｔサービスプラットホ
ームのファンになったブランド広告主又は中小広告主である場合を説明し、当該応用シー
ンで本発明の実施例を応用し、具体的には、二次元コードに基づいて広告主を追跡する技
術案である。以下、ブランド広告主又は中小広告主を「広告主」と称す。
【００８０】
　本応用シーンに係わる略語は以下のとおりである：１）広告主：広告を発した主体。２
）染色コード：染色は生物学では重要な標本追踪方法であり、本願においてその概念を流
用して、ユーザを表し、即ち、ユーザを「染色」すると、ユーザを表すコードが染色コー
ドである。３）登録状態の二次元コード：広告主の登録情報及び染色コードを含む二次元
コードを指す。４）染色二次元コード：染色コードを含む二次元コードを指し、ユーザが
染色二次元コードを走査してファンになったとき、システムは該二次元コードの染色コー
ドを記録して、該ユーザに対する「染色」に成功することになる。５）広告消費：広告主
が広告を発するときに消費したお金の金額を指す。広告主が設定した金額内で消費が多い
ほど広告の露出が充分であり、広告主に有利であることを表す。
【００８１】
　本応用シーンにおいて、既存技術を利用し、常用のユーザのコンバージョンソースを追
跡する技術案は以下がある：１）ユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）にソースパラ
メータを含ませる。２）ｃｏｏｋｉｅを共有する。つまり、Ｃｏｏｋｉｅｓ。一部のウェ
ブがユーザの身分を判別し、セッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）追跡を行うためにユーザのロ
ーカル端末に記憶したデータであり、通常は暗号化データである。ＵＲＬとｃｏｏｋｉｅ
の２種類の方法はそれぞれの応用シーンがあるが、端末間（ＰＣ端末と移動端末）でのシ
ーンではデータの追跡、データ同期、データのリアルタイムの更新の需要を満たすことが
できない。これに対し、本発明の実施例で利用した二次元コード（染色二次元コードと登
録状態の二次元コード）は自然に、移動端末とＰＣ端末とがやり取りする方式で、端末間
（ＰＣ端末と移動端末）の需要を満たすことができる。
【００８２】
　ソーシャルアプリケーション（例えば、ＷｅＣｈａｔ）は、人気のあるソーシャルソフ
トウェアとして、既に重要なメッセージ伝送方式になった。本発明の実施例によると、広
告主が関心を持っているメッセージを自動に広告主のＷｅＣｈａｔアカウントに推薦して
、広告主に一層良好なサービスを提供することができる。広告主、特にロングテール広告
主の数量が多く、殆どが企業の担当者又は専門担当者が広告拡散を担当し、このような広
告主はさらに広告拡散の効果、変換率、アカウントの消費等に関心を持つ。アカウントの
拡散状況を即時且つ簡単で高速に把握し突発事件（例えば、アカウントの資金不足）を把
握して処理することはこのような広告主が非常に期待していることであって、データの動
的変化をリアルタイムに追跡したがる。本発明の実施例によると、ＷｅＣｈａｔというメ
ッセージ送信方式に基づいて、このような目標を実現でき、データの動的変化をリアルタ
イムに追跡できる。
【００８３】
　広告主は通常、移動端末ではなくＰＣ端末で操作して自分のアカウントを管理する。メ
ッセージの送信も大部分が伝統的なシステム内の通知、メール等の非リアルタイムな方式
である。テキストメッセージは良好なリアルタイムなメッセージ送信方式であるが、メッ
セージの内容が制限される。本発明の実施例に係わるＷｅＣｈａｔに基くメッセージ送信
方式によると、簡単且つ高速に広告主のアカウントと個人ＷｅＣｈａｔアカウントとを自
動的に関連付けて、メッセージ送信通路を確立することができ、広告主のルート情報、ル
ート変換情報、ユーザアクション等を持続的にリアルタイムに追跡することができる。
【００８４】
　本応用シーンにおいて、本発明の実施例によると、具体的に以下を含む。
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【００８５】
　一、サーバ側で二次元コードを生成し、生成された二次元コードは、１）染色二次元コ
ード（非登録状態の二次元コードとも呼ばれる）と、２）登録状態の二次元コードとの２
種類を含む。
【００８６】
　ここで、染色二次元コードの場合、染色二次元コードは染色コードを含み、ユーザが染
色二次元コードを走査してファンになったとき、システムは該二次元コードの染色コード
を記録することで、該ユーザの「染色」に成功する。
【００８７】
　ここで、登録状態の二次元コードの場合、登録状態の二次元コードは広告主の登録情報
及び染色コードを含む。登録状態の二次元コードは染色二次元コードでもある。登録情報
は機密情報であり、二次元コードに符号化されない。登録状態の二次元コードに含まれた
該登録情報は暗号化されたハッシュインデックス値である。実際の登録情報は、復号化後
のハッシュインデックス値に基づいてバックグラウンドで調査して得る。
【００８８】
　二次元コードの生成プロセスは、図１１に示すように、それぞれ登録状態の二次元コー
ドを生成するプロセスと染色二次元コードを生成するプロセスであって、ここで、登録状
態の二次元コードを生成する過程において、認証／身分検証を行って、広告主本人による
操作であることを確定する必要がある。端末のユーザのアカウント情報（例えば、ＱＱ登
録情報）と染色二次元コードに基づいて、登録状態の二次元コードを生成するとき、デー
タ演算と組み立てやＤＢ永続性処理を行わなければならなく、端末のユーザのアカウント
情報（例えば、ＱＱ登録情報）をハッシュ値（Ｈａｓｈ）に暗号化して記憶しなければな
らなく、最終的に、ハッシュ値（Ｈａｓｈ）と染色コードに基づいて、登録状態の二次元
コードを生成する。染色二次元コードを生成する過程において、認証や身分検証に係わら
なく、これは染色の目的が広告主がどの第３者ルートから該染色コードを得たかを確定す
ることにあるからである。
【００８９】
　二次元コードを走査するプロセスは、図１２に示すように、それぞれ登録状態の二次元
コードを走査するプロセスと染色二次元コードを走査するプロセスであって、登録状態の
二次元コードを走査するプロセスにおいて、サーバはハッシュ値（Ｈａｓｈ）を端末のユ
ーザのアカウント情報（例えば、ＱＱ登録情報）に復号化し、その後、端末のユーザのア
カウント情報（例えば、ＱＱ登録情報）とユーザのＷｅＣｈａｔアカウントとを自動に関
連付ける必要がある。染色二次元コードを走査するプロセスにおいて、染色コードを解析
した後、それに染色を行って、ユーザがどの第３者ルートから該染色二次元コードを得た
かを記録しなければならない。
【００９０】
　ここで、前記染色コードは自己定義されるものであり、追跡する対象に応じて異なる染
色コードを定義することができる。数字、サイト又は文字列等であることができ、設計上
任意の文字列も支援する。業務上で読み取り可能であって意味のある染色コードを予めて
定義することができる。ＯｐｅｎＩｄは、ＷｅＣｈａｔ公衆アカウントで一つのＷｅＣｈ
ａｔユーザを唯一に表す文字列である。ＨａｓｈＩｎｄｅｘは、登録情報データのインデ
ックス値である。登録データは機密情報で、直接に二次元コードに符号化することができ
ず、登録状態の二次元コードにはＨａｓｈＩｎｄｅｘのみが含まれ、関連するデータ情報
はすべてバックグラウンドに記憶される。
【００９１】
　なお、攻撃を防止する目的から、登録状態の二次元コードを無限に生成することはでき
なく、アカウント情報と染色コードに基づいて二次元コードの数量を制御し、同時に、二
次元コードの衝突性を回避しなければならない。各登録状態の二次元コードに含まれた登
録情報はいずれも検証されたもので、登録状態の二次元コードの有効性を保証できる。
【００９２】



(18) JP 6837066 B2 2021.3.3

10

20

30

40

50

　二、端末が二次元コードを走査して後、サーバがユーザによる変換と広告主の行為をリ
アルタイムに追跡する。
【００９３】
　まず、各ルートにコードを配置する。ユーザが二次元コードを走査してＷｅＣｈａｔの
ファンになった後、染色コードによってユーザの全般を追跡する。登録状態の二次元コー
ドを走査するファンは、自動に登録状態の二次元コードに含まれた広告主のアカウントと
の関連付けを実現し、広告主が手動でＷｅＣｈａｔと広告アカウントとを関連付ける必要
がない。広告主の情報のリアルタイムな送信を実現し、一方、ユーザが認知できるのは走
査動作とアカウントのバインド提示である。パラメータに基づいて、バックグラウンドで
該広告主のソースと、資格情報補充や修正、広告アカウントをバインドする各段階の操作
を含む該広告主による該サービス番号におけるすべての行為を追跡して、各ソースの広告
主の品質とユーザの画像を分析することができる。
【００９４】
　本発明の実施例によると、各ルートから移動端末に変換されたファンの数量を追跡して
統計することができる。走査して広告主のアカウントと自動に関連付けることで、後続の
アカウントメッセージの自動推薦が実現できる。変換されたすべてのファンと広告主を染
色して、持続的に追跡することができる。
【００９５】
　本応用シーンの場合、本発明の実施例によると、登録状態の二次元コードはルート情報
とユーザ情報とを含む。染色二次元コードはルート情報のみを含む。染色二次元コード及
び登録状態の二次元コードの形式で実現した広告主の追跡は、ファンから広告主に変換さ
れた変換率、変換サイト広告主の活躍度、広告消費、広告主支払い率／支払い金額、後続
の解約率、広告主に変換されていないファンの後続方向性等を含むが、これらに限定され
ることはない。
【００９６】
　もっと多い広告主がＷｅＣｈａｔプラットホームに加入するように、上記実施例での技
術内容で情報を拡散して、ブランド広告主と中小広告主に対するリアルタイムな追跡や、
データ同期とデータ更新が一層精確になり、処理効果も高く、コストを節約できる。ブラ
ンド広告主の場合、大広告主として、必ず追跡のために大きい努力をし、中小広告主の場
合、元々は追跡のために大きい努力をする必要はないが、中小広告主の処理量が多いので
、追跡する必要はあるが、大広告主を追跡する方式で追跡すると、コストが高くなり、実
際の応用において、もっと多い広告主がＷｅＣｈａｔプラットホームに加入するように、
二次元コードの広告主ルート変換追跡（登録状態の二次元コードに限られず、染色二次元
コードも使用できる）に基づいて、染色二次元コードの形式で実現したユーザによる変換
の追跡、二次元コードに基づく広告主との自動関連技術（登録状態の二次元コードのみに
限られる）、登録状態の二次元コードの形式で実現した広告主との自動関連付け、二次元
コードの広告主追跡技術（登録状態の二次元コードに限られず、染色二次元コードも使用
できる）などの技術で上記問題を解決することができる。
【００９７】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ記憶媒体を提供し、前記コンピュータ記憶媒体に
コンピュータが実行可能なプログラムが記憶され、該コンピュータが実行可能なプログラ
ムは上述した情報処理方法を実行するように構成される。
【００９８】
　本願で提供するいくつかの実施例において、開示した装置と方法を他の方式で実現でき
ることは理解できることである。ここで、以上で説明した装置実施例は例示したものであ
って、例えば、上記ユニットの区画はロジック機能の区画で、実際に実現するときは他の
区画方式であることができ、例えば、複数のユニット又は部品を結合するか、又は他の一
つのシステムに集積することもでき、又は部分の特徴を省略又は実行しないこともできる
。そして、示した又は検討した相互結合又は直接結合又は通信接続はインターフェース、
装置又はユニットを介した間接的な結合又は通信接続であることができ、電気的又は他の
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形態のものであることもできる。
【００９９】
　上述した分離部品として説明したユニットは物理的に分離したものであることができれ
ば物理的に分離していないものであることもでき、ユニットとして表す部品は物理ユニッ
トであることができれば物理ユニットではないこともでき、つまり、一つの箇所に位置す
ることができれば、複数のネットワークユニットに分布されることもできる。実際の需要
に応じて、その中の一部又は全部のユニットを選択して本実施例の技術案を実現する目的
を実現することができる。
【０１００】
　そして、本発明の各実施例中の各機能ユニットを一つの処理ユニットに集積することが
でき、各ユニットをそれぞれ一つのユニットとすることもでき、二つ又はその以上のユニ
ットを一つのユニットに集積することもできる。上記集積されたユニットをハードウェア
の形態で実現でき、ハードウェアにソフトウェア機能ユニットを結合した形態で実現する
こともできる。
【０１０１】
　上記実施例の方法を実現するステップの全部又は一部をプログラムによって関連するハ
ードウェアに完成するように命令する方式で実現することができ、前記プログラムはコン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体に記憶され、当該プログラムが実行されると、上記方法
実施例のステップを実現する。上述した記憶媒体は、モバイル記憶装置、読み出し専用メ
モリ（ＲＯＭ、Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）又はランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、フロッピーディスク又は光ディスク
等のプログラムコードを記憶できるさまざまな媒体である。
【０１０２】
　又は、本発明の上述した集積されたユニットをソフトウェア機能ユニットの形態で実現
し、独立した製品として販売又は使用する場合、一つのコンピュータが読み取り可能な記
憶媒体に記憶することができる。従って、本発明の技術案の実質又は既存技術に対する貢
献のある部分又は該技術案の全部又は一部をソフトウェア製品の形態で体現でき、該コン
ピュータソフトウェア製品を一つの記憶媒体に記憶することができ、計算機機器（パーソ
ナルコンピュータ、サーバ又はネットワーク機器等であることができる）に本発明の各実
施例で説明した方法の全部又は一部のステップを実行させるいくつかの命令を含む。上述
した記憶媒体は、モバイル記憶装置、ＲＯＭ、ＲＡＭ、フロッピーディスク又は光ディス
ク等のプログラムコードを記憶できるさまざまな媒体である。
【０１０３】
　以上は、本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するものではな
く、当業者であれば本発明の保護範囲内で変形や入れ替えを想到でき、これらは全て本発
明の保護範囲に含まれる。よって、本発明の保護範囲は特許請求の範囲の記載を基準とし
なければならない。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明の実施例において、サーバ情報ソースを示す第１情報に基づいて、第１情報識別
コードを生成し、端末でアプリケーションを開けて、第１操作を取得し、前記第１情報識
別コードに対する走査がトリガーされ、前記第１情報識別コード中の前記第１情報を解析
し、端末がサーバが拡散した情報サービスインターフェースを受信して、前記情報サービ
スインターフェース中の第１提示情報に基づいて対応する第２操作がトリガーされて、前
記第１情報を含む第１要求を生成し、サーバは前記第１要求を受信し、端末のユーザによ
る情報サービスへのフォローを受け入れ、前記第１情報を記録し、前記第１情報に基づき
前記情報ソースの変換情報を追跡して獲得する。本発明の実施例によると、ユーザのコン
バージョンソースを追跡するときにユーザ情報を伝送するセキュリティを向上させ、複数
の端末及び／又は複数のプラットホーム間でのデータ同期やリアルタイムの更新需要を満
たすこともでき、精確に同期できないことでユーザのコンバージョンソースを追跡すると
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